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１. はじめに 

１）目的 

２０２０年５月２１日をもって、京都府も新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の区域から解除されまし

た。今後、大学等における通学の再開、および、対面授業による教育活動等の再開に当たっては、可能な限り

感染拡大のリスクを低減させ、 

① 学生が安心して学業に専念できる学習環境  

② 教職員が安心して教育研究活動・学生支援活動に従事できる環境 

③ 大学周辺の地域住民が安心できる環境 

を整備することが重要となります。 

このため、本学では、学内外の状況や本学の特性を考慮し、文部科学省の「大学における新型コロナウイル

ス感染症に関する衛生管理マニュアル～「大学の新しい生活様式」～」および京都府の「大学等の再開に向け

た感染症拡大予防のためのガイドライン」の内容を踏まえて、「大学等の再開に向けた感染症拡大予防のため

の手引き【教職員版】」を作成しました（以下、「本手引き」）。 

新型コロナウイルス感染症とともに生きていく社会を作るためには、感染リスクはゼロにならない現実を受

け入れつつ、感染レベルを可能な限り低減させながら教育研究活動を継続していくことが重要です。さらに、

「新しい生活様式」への円滑な移行と学生および教職員の行動変容の徹底を図っていくことが必要です。本手

引きをよく読み、引き続き適切な行動をとっていただくようお願いします。なお、本手引きは、今後新たな情

報や知見が得られた場合には随時見直しを行います。 

 

２）「新しい生活様式」を踏まえた大学の行動基準 

新型インフルエンザ等対策特別措置法（平成２４年法律第３１号。以下、「特措法」。）に基づく緊急事態措

置は都道府県単位で行われますが、大学教育活動の実施の可否やあり方は、学生および教職員等の生活圏（通

学・通勤圏や、発達段階に応じた日常的な行動範囲等）におけるまん延状況により判断することが重要です。 

そこで、8 月 7 日の新型コロナウイルス感染症分科会の提言で示された地域区分を踏まえ、文部科学省によ

り、それぞれの地域区分を大学の生活圏に当てはめた場合の行動基準が下記のとおり作成されています。本学

は５月２８日から当面、この基準の「レベル２」に準じ、対策を行っていくこととします。 

 

「新しい生活様式」を踏まえた大学の行動基準 

地域の感染レベル 身体的距離の確保 
感染リスクの高い 

教科活動 

部活動 

（自由意思の活動） 

レベル３ できるだけ２m 

程度（最低１m） 

行わない 人や少人数でのリスクの低い活動で

短時間での活動に限定 

レベル２ １ｍを目安に 

学級内で最大限の 

間隔を取ること 

リスクの低い活動から

徐々に実施 

リスクの低い活動から徐々に実施し、

教師等が活動状況の確認を徹底 

レベル１ １ｍを目安に学級内で最大

限の間隔を取ること 

十分な感染対策を行っ

た上で実施 

十分な感染対策を行った上で実施 

 

本マニュアル 新型コロナウイルス感染症分科会提言（※）における分類 

レベル 3 
ステージ 

Ⅳ 

爆発的な感染拡大及び深刻な医療提

供体制の機能不全を避けるための対応

（病院間クラスター連鎖などの大規模かつ深刻なクラスター連鎖が派生

し、爆発的な感染拡大により、高齢者や高リスク者が大量に感染し、
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が必要な段階 多くの重症者及び死亡者が発生し始め、公衆衛生体制及び医療提

供体制が機能不全に陥ることを避けるための対応が必要な状況。） 

ステージ 

Ⅲ 

感染者の急増及び医療提供体制におけ

る大きな支障の発生を避けるための対応

が必要な段階 

（ステージⅡと比べてクラスターが広範囲に多発する等、感染者が急増

し、新型コロナウイルス感染症に対する医療提供体制への負荷がさらに

高まり、一般医療にも大きな支障が発生することを避けるための対応が

必要な状況。） 

レベル 2 

ステージ 

Ⅱ 

感染者の漸増及び医療提供体制への

負荷が蓄積する段階 

（３密環境などリスクの高い場所でクラスターが度々発生することで、感

染者が漸増し、重症者が徐々に増加してくる。このため、保健所などの

公衆衛生体制の負荷も増大するとともに、新型コロナウイルス感染症に

対する医療以外の一般医療も並行して実施する中で、医療体制への

負荷が蓄積しつつある。） 

レベル 1 
ステージ 

Ⅰ 

感染者の散発的発生及び医療提供体

制に特段の支障がない段階 

 

 

 

１. 学内活動時マニュアル（基本編） 

１）基本的な感染対策 

（１）感染源を絶つ 

□ 発熱等の風邪の症状がある場合には、自宅休養を徹底してください。同居の家族に症状が見られる場

合も同様とします。 

□ 登校時は検温し、健康状態を自己チェックしてください（様式１「健康管理チェック表」）。 

□ 登校時に発熱等の風邪の症状が見られた場合は以下の通り対応してください。 

・当該学生等をすぐに帰宅させてください。 

・症状がなくなるまで自宅で休養するよう指導してください。 

 

（２）感染経路を絶つ 

□ ハンドソープを使用し、正しい手洗いを徹底してください（手荒れなどで難しい場合は、流水でしっ

かり洗ってください）。 

□ 流水による手洗いができない場合は、アルコール消毒を行ってください。 
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□ 咳・くしゃみをする際、マスクやティッシュ・ハンカチ、袖、肘の内側などを使って、口や鼻をおさ

えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

□ 以下の箇所については、１日１回以上消毒液を使用して清拭してください。 

・ドアノブ ・手すり ・スイッチ 

※消毒液は大学が準備、清掃業者に委託 

 

（３）「３密」の回避 

 ①「密閉」の回避 

  □ 気候上可能な限り、常時、換気を行ってください。 

□ 常時換気が困難な場合は、こまめに（３0 分に１回以上、数分間程度、窓を全開する）、２方向の窓

を同時に開けて換気するようにしてください。 

□ 以下のような場合は、次のようにして換気を行ってください。 

・窓のない部屋：常時入口を開け、換気扇を用いてください。 

・エアコンを使用している部屋：エアコンは室内の空気を循環しているのみで、室内の空気と外気の

入れ替えを行っていません。そのため、エアコン使用時においても換気を行ってください。 

 

 ②「密集」の回避 

□ 人との間隔をできるだけ２メートル（最低１メートル）空けてください。 

□ 授業やガイダンス等において、座席配置は試験座席にする、これまでより広い教室を使用する等、「密

集」を避ける工夫をします。最低でも１メートル以上の間隔を確保する座席配置や教室配置を行いま

すので、適宜、教職員の指示に従ってください。 
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※座席配置の参考例（あくまでも目安の参考例です） 

    

 

 ③ 「密接」の回避 

□ 構内外問わずマスクを着用してください。 

※熱中症などの健康被害が発生する可能性が高いと判断した場合は、マスクを外し、学生にも促して

ください。その際は、換気や学生等の間に十分な距離を保つなどの配慮を行ってください。 

□ 授業中、教員の口の動きを見る必要がある学生等に対してはフェイスシールドを活用するなど、配慮

をお願いします。その際も、身体的距離を十分に保ってください。 

（参考）フェイスシールドの活用について 

フェイスシールドが飛沫を飛ばすことを防ぐ効果については、分かっていない点が多いとされる一

方で、フェイスシールドはしていたがマスクをしていなかった状況での感染が疑われる事例があった

ことから、現段階における感染症対策として、マスクなしでフェイスシールドのみで学校内で過ごす

場合には、身体的距離をとることが望ましいと考えられます。 

 

□ 体育の授業におけるマスクの着用は必須としません。 

□ マスクを外す際には、ゴムやひもをつまんで外します。なるべくマスクの表面には触れず、内側を折

りたたんで清潔なビニールや布等に置くなどして清潔を保ってください。 

□ マスクを廃棄する際も、マスクの表面には触れずにビニール袋等に入れます。袋の口を縛って密閉し

てから廃棄してください。 

 

（４）抵抗力を高める 

  □ 免疫力を高めるため、「十分な睡眠」、「適度な運動」および「バランスの取れた食事」を心がけてく

ださい。 

 

（５）教職員の感染対策 

  □ 本マニュアルの感染対策を遵守するとともに、自己の健康管理に取り組んでください。 

□ 軽度でも風邪症状が見られる場合は、自宅での休養を優先してください。 
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□ 可能な限り他者との間隔を確保（おおむね１～２メートル）し、会話の際は、できるだけ真正面を避

けてください。 

十分なスペースを確保できない場合は、空き教室を活用するなどして職員が大学内での分散勤務を検

討してください。 

□ 各種会議等を行う際は、次の記載例を参考に可能な対策を推奨します。 

・オンライン会議システム等を活用する。 

・議事運営の工夫などにより、可能な限り会議時間の短縮をはかるよう努める。 

・最少の人数に絞り、換気をしつつ広い部屋で行う。 

・会議での昼食弁当やお茶の配布は接触感染のリスクを高めるおそれがあることから、原則と 

 して、弁当・お茶の配布は行わない運営とする。 

□ 出張、外勤による移動を減らすため、オンライン会議システムを活用してください。 

□ 業務上対面が必要な出張・外勤の実施は、各部課⾧が判断し、感染拡大予防を徹底した上で命令しま

す。 

・当日の検温／・移動中・往訪中のマスク／・往訪先での手指消毒／・往訪先の感染予防策に従う／・

公共交通機関利用の場合、通勤ラッシュ時間を避ける／・誰とどこで会ったかメモをとる 

  □ 構内に不特定多数の者が制限なく出入りする状態を生まないための措置を講じてください（入場者

名簿の作成等による大学入構者の把握、発熱や風邪症状等の疑われる症状のある方の入場制限や、検

温の積極的実施等）。 

    ※名簿の作成にあたっては、個人情報の取扱に十分注意しながら適正に管理してください。 

 

（６）差別や偏見をもたらす情報に注意 

 感染者およびその家族等への差別・偏見・誹謗中傷などはあってはなりません。 

この感染症については、未知のウイルスという見えない恐怖から多くの人が不安に陥っています。そこに乗

じるかの如く、SNS などで他者を中傷する言動も見られます。私たちが闘っているのは感染症そのものです。

情報については、それを受ける時も発する時も、一旦立ち止まりよく考えて対応することが大切です。今一度、

自身が今何をしようとしているかを考え、その行為の社会的影響を考えて行動しましょう。 

 

２）重症化リスクの高い学生への対応等について 

 基礎疾患等があることにより重症化するリスクが高い学生や、感染が不安で休みたいと考える学生等に対

しては、医務室で、事情をくわしく聴き取ります。状況を踏まえ、遠隔授業を行うなどの対応を行います（保

護者から在宅の希望がある場合も同様です）。 

 

２. 学内活動時マニュアル（応用編） 

１）授業等の正課活動時における注意点 

（１）感染のリスクが高い学習活動の例 

□ ⾧時間、近距離で対面形式となるグループワーク等、および近距離で一斉に大きな声で話す活動 

□ 近距離で行う実験や観察 

□ 室内および近距離で行う歌唱および管楽器演奏 

□ 近距離で行う共同制作等 

□ 近距離で行う調理実習 

□ 密集状態で行う運動や近距離で組み合ったり接触したりする運動 
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（２）教育学習活動上の注意点と留意点（あくまで参考例です。それぞれの授業に即して対策をとってくださ

い。） 

□ 学生の「接触」「密集」「近距離での活動」「向かい合っての発声」について、可能な限り避ける。 

□ 学生どうしが一定の距離を保ち、同じ方向を向くようにする。 

□ 回数や時間を絞る。 

□ できるだけ個人の教材教具を使用する。学生どうしの貸し借りはしない。 

□ 器具や用具を共用する場合は、使用前後に適切な消毒や手洗いを行う。 

□ 体育の授業に関し、基礎疾患等の持病があるなどの理由で授業への参加を控えたい旨の相談があった

場合等は、授業への参加を強制せずに、本人の意向を尊重する。 

□ 体育の授業は、感染者が発生していない大学であっても、学生や教職員の生活圏（通学圏や、発達段

階に応じた日常的な行動範囲等）におけるまん延状況を踏まえて、授業の中止を判断すること。 

□ 体育の授業は、当面の間、地域の感染状況にもよるが、可能な限り屋外で実施すること。ただし気温

が高い日などは、熱中症に注意すること。 

□ 体育館など屋内で実施する必要がある場合は、特に呼気が激しくなるような運動は避けること。 

□ 体育の授業ではマスクの着用は求めない。ただし、感染リスクを下げるために、学生どうしの間隔を

十分確保するなど、事務連絡「大学の体育の授業におけるマスク着用の必要性について」（令和２年

５月２１日）を踏まえた取扱いとすること。 

 

２）課外活動時における注意点 

□ クラブ・サークル活動は、「活動計画書」「課外活動時の感染防止の責任者届」の提出により活動再開

の強い希望があった場合のみ、学生支援課との面談により、感染対策や活動の必要性や内容について、

十分に検討されている団体のみ活動を許可する形とし、引き続き対面を伴わずに活動可能な活動につ

いては、オンライン等の利用を推奨します。 

 □ 他大学との練習試合等については、感染拡大の状況により、慎重に実施の可否を検討していくことと

します。なお、宿泊を伴う遠征、大会参加、合宿、飲食を伴う会合（コンパ等）などは禁止します。 

    以降の項目については、活動再開時の注意点として活用してください。 

□ 大会やコンクール等の参加に当たっては、学校として主催団体とともに責任をもって、大会における

競技、演技、演奏時等はもとより、会場への移動時や会食・宿泊時、会場での更衣室や会議室等の利

用時などにおいても、生徒、教師等の感染拡大を防止するための対策を講じること。 

□ 練習試合や合同練習、合宿等の企画・実施に当たっては、地域の感染状況等を踏まえ、部活動を担当

する教師のみで行うのではなく、学校として責任をもって、大会等の参加時と同様の感染拡大を防止

するための対策を講じること。 

□ 密集する運動や近距離で組み合ったり接触したりする場面が多い活動、向かい合って発声したりする

活動は控えてください。 

□ 歩く・走る場合は、前の人の呼気の影響を避けるため、前後一直線に並ぶのではなく、並走あるいは

斜め後方に位置どってください。 

□ 運動不足の学生もいると考えられるため、怪我防止には十分に留意してください。 

□ 学生に発熱等の風邪の症状が見られる時は、活動参加を見合わせ、自宅で休養するよう指導してくだ

さい。 

□ 学生の健康・安全の確保のため、学生の自主的な対策や計画を促しつつ、顧問等が活動状況を確認す

ること。 

□ 活動時間や休養日については、「課外活動再開に伴う新型コロナウイルス感染防止のためのガイドラ
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イン」に準拠するとともに、実施内容等に十分留意してください。また、運動部活動の実施にあたっ

ては、各競技団体が作成するガイドラインを踏まえてください。 

□ 活動場所については、地域の感染状況にもよりますが、可能な限り屋外で実施してください。ただし

気温が高い日などは、熱中症に注意してください。 

□ 体育館など屋内で実施する必要がある場合は、こまめな換気や消毒液の使用（消毒液の設置、学生が

手を触れる箇所の消毒）を徹底してください。また、⾧時間の利用を避け、十分な身体的距離を確保

できる少人数による利用とし、特に、屋内において多数の学生が集まり呼気が激しくなるような運動

や大声を出すような活動等は絶対に避けてください。 

□ 用具等については、使用前に消毒を行うとともに、不必要に使い回しをしないでください。 

□ 部室等の利用については、短時間の利用とし一斉に利用することは避けてください。 

□ 運動部活動でのマスクの着用については、体育の授業における取扱いに準じることとします。 

□ 観客を入場させる場合には、観客どうしが密な状態とならないよう、人と人との十分な間隔を確保し

てください。また、大声での声援を送らないことや会話を控えること、会話をする場合のマスクの着

用等を周知してください。 

□ 各種の競技を行う場合については、中央競技団体が定めるガイドラインを参考にして必要な取組を

行ってください。 

□ その他、「社会体育施設の再開に向けた感染拡大予防ガイドライン」、「スポーツイベントの再開に向

けた感染拡大予防ガイドライン」を参考に必要な取組を行ってください。 

 

３）生活一般における注意点 

  □ 「三つの密」（夜間も含め、３つの条件（換気の悪い密閉空間、多数が集まる密集場所、近距離での

会話や発話が生じる密接場面）が同時に重なるような場所）のある場所への外出は控えてください。 

  □ 飲食店における感染が拡大しており、府内でも６月中旬以降、感染経路が判明している約６０％が飲

食を伴う会合に起因しています。友人との飲み会、コンパ等の飲酒機会は、感染防止と感染拡大防止

の観点から、次の「きょうと５ルール」を徹底してください。 

    ① 大人数を避ける 

② ２時間でお開きとする 

    ③ 深夜の利用は控える 

④ ガイドラインに基づき適切な感染予防対策がとれている店舗を利用する。 

⑤ 京都府新型コロナウイルス緊急連絡サービス「こことろ」等をインストールし、行動時のチェッ

クインをルール化する。 

  □ 学生がアルバイトを行う場合は、勤務先の業種別に定められた感染拡大予防ガイドラインの内容を

よく理解し、その内容に従って行動するよう指導してください。 

  □ 食事をするときは、対面ではなく横並びに座り、会話は控えめにしてください。また回し飲みはしな

いでください。 

 □ 買い物はすいている時間を選んでください。 

□ 不特定多数者、特に子どもや、高齢者や肺気腫などの肺疾患、糖尿病、免疫不全症候群などの基礎疾

患のある人との接触を避けるとともに、万が一の際に感染経路の割り出しができるように自身の行動

を記録するなどの工夫を行ってください。 
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４）研究活動時における注意点 

（１）研究室での活動について 

  □ 研究室を使用する場合は、一般的な感染予防策（接触・飛沫感染防止策）を講じてください。 

  □ 外部業者等との接触を減らすため、納品や検収の方法を柔軟に運用してください。 

  

（２）共用の実験室、実習室、共同研究室等での活動について 

  □ 多数の教員が同時に使用しないよう、学科内等で使用時間帯を工夫してください。 

□ 実験施設・設備の利用は最低限に留め、データ解析等は在宅で行ってください。 

  □ 研究機器や備品（特にスイッチ等）の多数の教員が触れるところはこまめに消毒してください。 

  □ 各自、使用した日時について記録するなど把握してください。 

 

（３）研究用務の外勤、出張について 

□ やむをえず対面が必要な出張、外勤の実施は、実施決定前に学術振興課まで相談してください。 

□ 期間、行き先、理由によらず、出張、外勤命令簿の事後の提出はできません。 

 

（４）ヒトを対象とした調査・実験の実施について 

  □ ヒトを対象とした実験データが必要なものについては、オンラインでのインタビュー、インターネッ

ト調査などによりデータを収集するなど非対面で行うなど工夫してください。 

 

（５）学会や研究会の開催について 

  □ 学会や研究会の開催は、オンライン会議の活用を検討してください（※本学施設を使用することはで

きません）。 

 

（６）研究費の申請について 

  □ 学術振興課窓口での受付を再開します。 

  □ すでにメールで提出された申請について、証憑の原本を学術振興課まで提出してください。 

□ 感染拡大防止のため、引き続きメールでの提出も受け付けます。 

 

５）図書館における注意点 

  □ 図書館利用前後には手洗いをするというルールを徹底してください。 

□ 閲覧席では十分な座席の間隔を確保し、利用時間帯が分散するよう工夫して、図書館内での密集を生

じさせない配慮をしてください。 

□ 貸出冊数を緩和するなど、滞在時間が短くなるような工夫を行ってください。 

□ 貸出手続きの順番待ちでは、フロアマーカーを設置するなど、間隔を空けて並ぶよう促してください。 

□ その他、「図書館における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」を参考に必要な取組を行っ

てください。 

 

６）食堂、購買における注意点 

□ 入退出時(入退出時の行列含む)においては、人と人との十分な間隔を確保してください。 

□ 食堂では、座席の間隔を十分に空けて、対面で食事や会話をしないようにしてください。 

□ レジ等に並ぶ場合は間隔を空けてください。 

□ 利用者は大声での会話を行わないでください。 
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□ 食事が終わったらすみやかにマスクを着用し、食器を返してください。 

□ その他、「飲食料品供給」、「食堂、レストラン、喫茶店等」、「生活必需物資供給」の業種別ガイドラ

インを参考に必要な取組を行います。 

 

７）消毒等について 

  （消毒） 

□ 入口及び各施設内の手指の消毒設備（石けんによる手洗い、手指消毒用アルコールなど）を設      

  置します。 

□ 複数の人の手が触れる場所を適宜消毒します。 

□ 人と人が対面する場所は、透明板等（アクリル板・透明ビニールカーテンなど）で遮蔽します。 

□ 他人と共用する物品や手が頻回に触れる箇所を、工夫してなるべく減らしてください。 

□ ユニフォームや衣服はこまめに洗濯してください。 

（トイレ） 

□ 不特定多数が接触する場所（ドアノブ、トイレの便座、便座のふた、トイレットペーパーのふたや水

洗レバーなど）は、清拭消毒を行います。 

 

８）登下校時と休み時間における注意点 

（登下校） 

  □ 来校時に体温測定と健康チェックを行ってください。 

  □ やむを得ず公共交通機関を利用する場合には、マスクを着用してください。 

  □ 降車後は速やかに手を洗う、顔をできるだけ触らない、触った場合は顔を洗うなどして、接触感染対

策などの基本的対策を行ってください。 

□ 可能な限り混雑時間を避け過密乗車を避けてください。 

□ 座席は離れて着席し、会話を控えてください。また、マスク着用を徹底してください。 

 

（休み時間等） 

□ 廊下で立ち止まらないこと。また、大声で話し合うのはやめましょう。 

□ 必要な用事が済めば帰宅してください。 

 

３. 大学において感染者が発生した場合の対応について 

（１）連絡や報告 

学生や教職員の感染が判明した場合には、医療機関から本人（や保護者）に診断結果が伝えられるととも

に、医療機関から保健所にも届出がなされます。そこから保健所により、感染者本人に行動履歴等のヒアリ

ングが行われ、感染者の大学における行動履歴把握や濃厚接触者の特定等のための調査が行われる場合に

は、本学も協力することになります。また、文部科学省は、大学に感染者が発生した事例についての情報や

知見を収集・蓄積しており、感染者が発生した場合には文部科学省への報告が求められています。 

 

（２）感染者や濃厚接触者等の出席停止 

学生の感染が判明した場合、または、学生が感染者の濃厚接触者に特定された場合には、大学は当該学生

に対し、大学保健安全法（昭和３３年法律第５６号）第１9 条に基づく出席停止の措置を取ります。なお、

濃厚接触者に対して出席停止の措置をとる場合の出席停止の期間の基準は、感染者と最後に濃厚接触をした

日から起算して２週間とします。なお、感染者や濃厚接触者が教職員である場合には、病気休暇等の取得、
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在宅勤務や職務専念義務の免除等により出勤させない扱いとします。 

 

（３）校内の消毒 

学生や教職員の感染が判明した場合には、保健所と連携し、当該感染者が活動した範囲の室内や物品を消

毒します。 
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健康管理チェック表 

 

・この表は、授業や課外活動等で大学に来校する予定日の２１週間前からの健康状態を管理するものです。 

・症状の有無を○×で記入してください。また、症状がある場合、もしくは体温が 37℃以上ある場合は大学

に入構できません。大学へ連絡の上、自宅待機してください。 

・2020 年 3 月 1 日以降、海外渡航歴がある方は、必ず事前に総務課へ連絡をしてください。 

・この表は各自保管し、実習先等から確認の連絡があった場合にすぐ提出ができるようにしてください。 

 

学籍番号：                 氏  名：                   

 

来校 日付 検温時間 体温 息苦しさ だるさ 咳が出る 嗅覚異常 味覚異常 その他 

14 日前 ／ 
： 朝   ℃       

： 夜   ℃       

13 日前 ／ 
： 朝   ℃       

： 夜   ℃       

12 日前 ／ 
： 朝   ℃       

： 夜   ℃       

11 日前 ／ 
： 朝   ℃       

： 夜   ℃       

10 日前 ／ 
： 朝   ℃       

： 夜   ℃       

9 日前 ／ 
： 朝   ℃       

： 夜   ℃       

8 日前 ／ 
： 朝   ℃       

： 夜   ℃       

7 日前 ／ 
： 朝   ℃       

： 夜   ℃       

6 日前 ／ 
： 朝   ℃       

： 夜   ℃       

5 日前 ／ 
： 朝   ℃       

： 夜   ℃       

4 日前 ／ 
： 朝   ℃       

： 夜   ℃       

3 日前 ／ 
： 朝   ℃       

： 夜   ℃       

2 日前 ／ 
： 朝   ℃       

： 夜   ℃       

1 日前 ／ 
： 朝   ℃       

： 夜   ℃       

当日 ／ 
： 朝   ℃       

： 夜   ℃       
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参考資料 


